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スプライトとは，雷が発現した後に雲よりも上で稀

におこる大規模な発光現象である。飛行機のパイ

ロットなどの報告により発見され，その解明が始ま

ったばかりの自然現象である。図１の左下の小さな

丸が普通の落雷で，雲よりも上空で地上100km近

くにまで達するのがスプライトである。 

 
観測にあたって，天体観測用のモノクロビデオカ

メラと，突発現象をその発生の数秒前からの動画を

記録するソフトウェア「UFO CaptureV2」をインスト

ールしたパソコンを用いた。 

 

 
コンピュータに記録された動画をひとつひとつ確

認し，記録された突発現象が何かを判別し，1 日に

発現した回数を数えて日にちごとにまとめたものが

表１である。 
表 1. 撮影されたものの種類と数 

12 月／ スプライト 雷 星 流星

14 日 0 20 243 189 
17 日 1 0 1 0 
19 日 13 40 0 9 
30 日 5 20 0 8 
31 日 2 15 0 1 

表１より，雷が発生していてもいつもスプライトが

撮影できるとは限らない。スプライトが発現するため

の条件は厳しいことがわかる。 
スプライトが発現した日と発現していない日の天

気図を比較することによりスプライトが発現するとき

の天気の特徴を調べたところ，スプライトの発現し

た日には，西高東低の雪の降りやすい気圧配置に

なっていて，スプライトの発現していない日には雪

の降りやすい気圧配置にはなっていなかった。 
今後は，同時観測を試みている他校との連携を

とる。複数の観測点のデータを合わせることにより，

スプライトの立体構造と正確な発現場所を調べた

い。 

 

図１. 高高度発光現象の種類と高度 

図３. 複数同時観測による正確な場所の特定 
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図２. 撮影されたスプライト 雷の上方に 2 本見える


